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　著者らはこれまで，申海干拓地揖屋工区内に広く分布

する酸性硫酸塩土壌の物理的・化学的諸性質を調べると

ともに，土壌改良を目的として投与した都市下水処理汚

泥が畑作物の成育に及ぽす影響を明らかにするため，一
　　　　　　　　　　1～5）
連の研究を行ってきた．その結果，適量の汚泥投与は，

酸性化しやすい干拓地土壌を申性ないし微アルカリ性に

保つことに役立ち，かつ欠乏しがちな可給態リン酸の補
　　　　　　　　　　　　　　　　3，4）
給にも寄与することが明らかとなった．本研究ではこの

点を更に詳しく検討するため，1980年5月から8月にか

けて干拓地試験圃場において加工用トマトを栽培し，試

験区内に均一に設定した45地点においてトマト果実の収

穫量と土壌化学成分とを調査分析し，両者の関係を統計

学的手法により解析した．

　　　　　　　　案　験　方　法

1．試験圃場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　加エトマトの栽培試験を行った圃場は，既報のところ

と同じである．約20aの圃場を3区画に分け，それぞ

れ異なった土壌改良処理を行い，南側から順に汚泥半量

区，石灰区および汚泥全量区と呼んだ．作物栽培試験で

は各区を更に東西に2分割し，2種類の試験を同時並行

的に実施できるようにした．本研究では，このうち西側

＊　土壌物理化学研究室

紳　附属農場

＊紳　文献3，4において，これらの区をそれぞれ5％汚泥区，1％石

　　灰区およびユO％汚泥区と呼んだが，その数値表現が必ずしも適当

　　といえないので，呼び方をこのように変える．実際の汚泥または

　　石灰投与量は文献5に示されている．

半分を用いた．試験区内に南北方向の畝を9列設け，西．

側から順にA，B，．．．I畝と名付けた．

2．加工用トマト栽培の概要

　試験に供した加工用トマトの品種はKagome－70お

よびSuper　Roma　VFである．前者をAからG畝（7

列），後者をH，Iの2畝に作付けした．附属農場にお

いて育苗（50日）した苗を，1980年5月20日に機械定檀

した．畝間120cm，株間40cmである．定植に先立っ

て行った土壌調査の結果，石灰区と汚泥半量区の一部で

土壌PHの低下が観測されたので，両区にはあらかじ

め10a当り100kgの炭酸ヵルシウムを撤布した．汚泥

全量区には炭酸カルシウムを加えなかった．施肥は各区

均一になるよう行った．施肥量を第1表に示す。5月下

旬から7月申旬にかけて，7回の薬剤撒布（ビスダイセ

ノ，タコニール，石灰硫黄剤等）を行うとともに，鳥害

（主としてカラス）を避けるため防鳥網を張った．トマ

ト果実の収穫量調査は7月28日と8月25日の2回行っ

た．調査地点としてA～Iの各畝にそれぞれ汚泥半量区

2地点（地点番号1および2），石灰区1地点（地点番

　　　　第1表肥料施用量（kg／1Oa）

遁肥 ’
肥料 元肥 P㌧ 総量 N P K

I　皿
堆肥 2，OOO一一 2，000 ］ ＾ ・

硫安1） 40 1010 60 12．6 一 ’

溶リン2） ユ00一 ‘ 100 ‘ 20 ’

硫加3） 20 5　5 30 一 ■ 15

ヱ）N：21％，2）P：20％，3）K：50％
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土壊処理区 株当り 1果平均重 10a当り

平均栗実数 （9） 平均収穫量（kg） 収量比

（Kagome－70）

石灰　区 9．8 69．3 1，410 1．O

汚泥半量区 12．2 67．6 1，720 1．2

汚泥全量区 14．8 71．5 2，210 1．6

（SuPer　Roma▽F）

石灰　区 23．0 42．8 2，050 1．O

汚泥半量区 39．5 40．8 3，360 1．6

汚泥全量区 38．9 43．6 3，530 1．7
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考慮するため，各畝の総収穫量の相対比R（第2表）

を回帰分析の申に取り込んだ結果，次式をえた．

　　Y’＝1．69＋O．793＋1．09R　　　　　　　　　　　　　（2）

　　　〃＝35，　　ブ＝0，812，　　∫＝O．48

ト検定，F一検定の結果，5％水準で上式は有意であ

り，しかも柏関係数もかなり大きな値となった．つまり

トマトの収穫量は，汚泥投与量と畝の違いにより大きく

左右されているといえる．そこで以下の研究では，汚泥

投与量および畝の違いが，どのような土壌化学成分の違

いに対応しているかを解明しようと試みた．

2　土壌化学成分

　定檀後約1ケ月を経過した6月28日に，45の調査地点

の表層土壌を採取し，以下の項目の分析を行った．

　1）PH：0．5M硫酸ナトリウムおよび1M塩化カリ
　　ウム浸出液について測定．

　2）窒素：O．5M硫酸ナトリウムで浸出された硝酸態

　　およびアノモニア態窒素を測定．

　3）リン酸：O．5M硫酸ナトリウム，2．5％酢酸およ

　　び熱塩酸浸出液について測定．

　4）置換性塩基：1N酢酸アンモニウム（PH7）で

　　浸出されたNa＋，K＋，Mg2＋およびCa2＋．さらに

　　それらを合計した置換性全塩基（TEC）．

　5）陰イオン：O．5M硫酸ナトリウムで浸出された
　　C1一．

　6）その他：置換性および熱塩酸可溶性の鉄およびマ

　　ノカノ，置換性アルミニウム，塩基置換容量（CEC），

　　および土壌有機物．

　繁雑さを避けるため，えられたデータを各土壌処理区

毎に分けて，平均値と標準偏差値とを求めた結果のみを

示す（第4表）．この表を見て直ちに気付くことは，ト

マト果実の収穫量の高かった汚泥全量区のpHが他の

処理区と比較して高くしかも安定しており，また窒素，

リノ酸，カリウム，カルソウムといった栄養塩類の濃度

も高く，さらにCECや有機物含量も若干大きな値を

示していることである．いま45の調査地点についてえら

れたデータのうちで，汚泥投与量と高い相関を示した化

学成分をまとめたところ，第5表をえた．この結果から

も，汚泥を投与することにより土壌中のリン酸，ヵリウ

ム，カルシウム，有機物，CEC等が増加していること

がわかる．特に熱塩酸可溶性のリン酸は汚泥投与量と高

い相関を示した．そこで（1），（2）式の汚泥投与量8

の代りに，熱塩酸可溶性リン酸量（P）のデータを入力

して，回帰分析を行ったところ次の2式をえた．

　　　Y’＝O．79＋O．23P　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　　　　〃＝35，　　r＝O．481，　　3二0．71

　　　y＝一〇．79＋O．201）十1，011＝～　　　　　　　　　　　　（4）

　　　〃：35，　　ブ＝O．832，　　∫＝O．46
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トおよびF一検定の結果，両式とも5％水準で有、思で

あった．汚泥投与量の代りに熱塩酸可溶性リン酸量を用

いることにより，相関係数は若干向上した。ついで，畝

の違いによる収穫量の差Rと相関の高い化学成分を、

相関マトリックスの申から捜してみた。一Rと最も相関

の高かったのはPHであり（KC1浸出液：r＝O．428，

Na2S04浸出液：ブ＝O．406），ついで1og［Mn2＋コが一

応5％水準で有思な柏関を示した（ブ＝一0398）．しか

しいずれの項目も，相関係数はかなり小さかった．また

第4表 土壌化学成分の処理区別平均値および

標準偏差（カッコ内）

項　　　　　　目

　試　料　数

　pH（Na2S04）

　pH（Kα）

N03－N（mg／100g）

NH4－N（mg／100g）

H20－so1．P205（m9／1009）

AcOH－so1．P205（m9／9）

Hα一so1．P205（mg／9）

　Na＋（me／100g）

　K＋（me／1OOg）

　Mlg2＋（me／100g）

　Ca2キ（虹1e／100g）

　TEC（me／100g）

　CEC（me／1009）

　C1一（n〕g／1OOg）

Exch．一Mn（㎜g／100g）

HC1－so1．Mn（mg／g）

Exch．一Fe（mg／g）

HC1－so1．Fe（mg／g）

Exch－A1（me／1009）

0r9．Mlatter（％）

第5表

石灰区　汚泥半量区汚泥全量区

　　9
6．0（1．1）

5．1（1．1）

5　（3）

O．9（1．2）

0．3（O．2）

0．4（0．2）

1．6（O．4）

O．7（O．3）

1．3（O．3）

2．1（0．8）

22　（6）

26　（5）

27　（1）

12　（9）

2．4（1．9）

O．4（0．1）

5．4（O．6）

43　（4）

O．4（O．8）

3．8（0．5）

　　18

6．0（1．2）

5．1（1．1）

12　（20）

1．O（O．3）

0．6（O．3）

0．7（0．4）

4．1（O．6）

0．6（O．2）

1．3（O．3）

2．6（O．5）

32　（10）

37　（10）

32　（3）

9　（3）

2．2（1．8）

0．4（O．1）

5．6（O．3）

43　（2）

O．6（1．2）

4．7（O．6）

汚泥投与量と高い相関を示した

土壌化学成分　　（試料数＝45）

　　18

7．5（0．6）

6．5（O．6）

15　（10）

1．1（O．5）

2．4（0．5）

O．9（O．3）

5．9（0．9）

0．4（0．2）

2．7（O．7）

2．2（0．6）

43　（10）

49　（10）

34　（3）

12　（7）

0．4（O．4）

O．4（O．1）

5．7（O．6）

44　（2）

0．0（O．O）

5．2（O．4）

項 目 相関係数

Hα一so1．P205 O．912

H20－so1．P205 0．864

Organic　Matter 0．715

K・ O．705

TEC 0．681

CEC O．673

Ca2＋ O．654
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S㎜1醐ry

　To皿atoes　for　processmg　were　cu1twated　from　March　to　August　of1980at　a　far皿一1and－

1n　the　rec1amユed1and　of　Nakanourα1，　the　surface　s011　of　the　farn1－1and　ha▽1ng　been

1mproyed　by　the　ad－d－1t1on　of　lmm1c1pa1sewage　s1ud．9e　m1978No　apPrec1ab1e　ac1d．1f1cat1on

of　the　surface　s011occurred　d－unng　the　expermenta1penod．1n　a　f1e1d．to　wh1ch　a　suff1c1ent

a血ount　of　the　s1ud－ge　had－been　ad．ded－and－the　y1e1d．of　tomato　fru1ts　m　the　f1e1d－was

cons1derab1y　h1gher　than　that1n　a　f1e1d　to　wh1ch　ca1c1um　carbonate　had．been　add．ed　m

the　p1ace　of　the　s1ud，ge　The　resu1ts　of　ana1yses　of▽ar1ous　chem1ca1components　m　s011

1nd1cated　that　the　ad．d．1t1on　of　the　s1udge　contnbuted　not　on1y　to　the　retardat1on　of　s011

ac1d－1f1cat1on　and　the　supp1y　of　phosphate　but　a1so　to　the　mu1t1phas1c　fert111zat1on　of　s011

0n　the　other　hand，the　y1e1d　of　tomatoes加arked1y∀ar1ed－from　one　r1d．ge　to　another，

e∀en　when　the　r1dges　be1onged－to　the　same　f1e1d　1n　regard　to　s0111mpro∀ement

The　cause　of　the　var1at1on　rema1ned．to　be　e1uc1dated


